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1.2.  桜島の海底噴火 

桜島北東の新島周辺にみられる安永噴火における海底噴火を参考として、想定した海底噴

火のモデルを以下のように作成した。モデルのパラメータの幅については、試計算を行い、

文献等による津波高と比較し、最終的なモデルとした。 

想定海底噴火の位置は、桜島北東の新島周辺の台地状のドームの北西側と南東側とした。 

• 元の海底面 140ｍから隆起する海山地形の底面の直径は 2.0 ㎞程度とし、海面下 30ｍの

海山地形の頂部は直径 1.0 ㎞程度の平坦面とした。 

• 爆発により形成される海底堆積物と水とガスが混合した高密度体の直径は、1.0 ㎞程度

とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-1 想定海底噴火の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-2 海底噴火に伴う津波の発生モデル  
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